
【2025年最新】LiPro評価基準（電験三種の
通信講座） 

  
LiProでは電験三種の通信講座のランキング作成において、評価基準を作成いたしました。 

 

 

当サイトは広告収入を元に運営されています。ユーザーの皆様に公正、かつ、正確な情報をお届けするため
に、広告にあたる商品・サービスには「PR」や「スポンサードリンク」などの記載をすることを遵守しています。 
「選び方」で紹介している情報は、必ずしも個々の商品の安全性・有効性を示しているわけではありません。
商品を選ぶときの参考情報としてご利用ください。 

調査概要 
 

調査方法 調査した電験三種の通信講座を確認 

調査実施期間 2025年2月26日～2月27日 

 

1. 評価基準の設定の流れ 
評価基準の設定の流れは以下の通りです。 
 

1. 各電験三種の通信講座の公式サイトを確認 
2. 評価基準の項目について調査 
3. 評価基準をもとに評価をする 

1-1. 各電験三種通信講座の公式サイトを確認 
調査する電験三種の通信講座の公式サイトにて、サービスの内容等を確認しました。 



1-2. 評価基準の項目について調査 
評価基準（「料金」「カリキュラム」「教材の質」「講座の種類」「サポート内容」）の5項目に関して、

電験三種の通信講座の公式サイトの情報を調査しました。 

1-3. 評価基準をもとに評価をする 
調査した情報を確認して、評価基準をもとに評価をしました。 

2. 評価基準 
「料金」「カリキュラム」「教材の質」「講座の種類」「サポート内容」の5項目において、1〜5までの

評価基準を設定いたしました。 
 

項目 評価1 評価2 評価3 評価4 評価5 

料金 
※科目別コース

ではなく全講座

を受講した場合

の料金で比較 

200.000円以

上 
150,000～

200,000円 
100,000円～

150,000円 
50,000円～

100,000円 
50,000円以下 

カリキュラム 

電験三種試験に

対する内容が大

幅に不足してい

る 

電験三種試験に

対する内容がカ

バーしきれておら

ず、個人での対策

が必要 

カリキュラムは

充実しているも

のの、試験対策

に不安が残る部

分がある 

試験内容に対す

る内容が充実し

ており、過去問

題集などでの対

策もとれる 

内容が充実して

おり、過去問題

集などを解いて

対策ができる 
メイン講義のほ

かに副教材を用

いてポイントをお

さえられる 

教材の質 
テキスト、映像教

材など教材が1
種類のみ 

テキスト教材や映

像教材が複数用

意されている 

教材の種類が複

数あり、理解し

やすいよう工夫

されている 
 

教材の種類が複

数あり、過去問

題集なども用意

されている 

メイン教材に加

え、過去問題

集、添削問題な

ど様々な副教材

が用意されてお

り理解がしやす

い 



講義の種類 
DVD教材など一

方的な講座のみ 
科目別コースなし 

科目別コースあ

り、もしくはEラー

ニングあり 

科目別コース＋

Eラーニングあり 

Eラーニングあり

＋★4以上に講

座が充実してい

る 

サポート内容 

サポートは特に

なく、疑問点は

自分で解決しな

ければならない 

サポートが不十分

で、疑問点があっ

てもすぐに解消す

ることができない 

質疑応答できる

環境が整ってい

る 

フォロー体制が

整っており、理解

できない点をす

ぐに解消できる 
試験対策などの

相談にも乗って

もらえる。 

フォロー体制が

充実しており、理

解できない点を

すぐに解消でき

る 
試験対策の相談

や試験に不合格

だった場合の

フォローなど、そ

の他のサポート

も手厚い。 

2-1. 料金 
科目別のコースではより安価なものもありますが、全講座を受講した場合の料金で比較していま

す。 
 

2-2. カリキュラム 
講義の内容が充実しているか、試験に向けた対策がとれているかなどを中心に評価しました。過
去問題集等の副教材が充実している場合はより評価を高めています。 

2-3. 教材の質 
メインテキストや映像教材のほかに副教材が複数あるなど、初学者や苦手分野がある方でも理
解しやすい工夫がされているかを評価しました。 

2-4. 講座の種類 
空いた時間に要点を押さえられるのが通信講座の大きな魅力であるため、科目別のコースやE
ラーニングが用意されているかを評価の基準としました。 



2-5. サポート内容 
質疑応答できる環境が整っているかどうかを基準とし、試験対策の相談や不合格の際のフォ
ロー等、プラスアルファのサポートが受けられる場合は高く評価しました。 
 

3. 調査した電験三種の通信講座 
今回調査したのは下記の電験三種の通信講座です。 
 

電験三種の通信講座 公式サイト 

ユーキャン 公式サイト 

TAC 公式サイト 

ヒューマンアカデミー（旧たのまな） 公式サイト 

能セン 公式サイト 

アガルート 公式サイト 

日建学院 公式サイト 

JTEX（日本技能教育開発センター） 公式サイト 

e-DEN 公式サイト 

 

https://www.u-can.co.jp/course/data/in_html/121/
https://www.tac-school.co.jp/kouza_denken.html
https://haec.athuman.com/shop/g/g1222T107/
https://t.kouza.nouryoku.com/
https://www.agaroot.jp/denken3/
https://www.ksknet.co.jp/nikken/guidance/electric03/index.aspx
https://www.jtex.ac.jp/user_data/denken
https://shikakucenter.com/sp-de/dk/
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